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１ 概要・特色・従来の経過

自然言語意味論では、語・句・文の順序で統語構造を決定し、その各部分の意味の論理表示を文全体の統

語構造に基づいて計算すると、文全体の意味表示が得られる。申請者は運動に関与する関節の使役関係を

回転式として定義した[1,6]。この使役関係と間接使役関係を近接可能性とみなし、このフレーム上で各点の動き

を存在運動式で表し、回転式をモデルとみたてそのモデル内でこの運動式を評価した。えられた様相存在式を、

各世界について区間順序に従って並べるとその行為タイプの論理表示がえられる[6]。この表示を動詞の外延と

する新しい形式意味論を提案した。本研究においては模型ロボットに動作動詞の表す簡単な行為を模擬させ、

その行為を上記の表示法で表現することにより、動作の様相論理表示の意味理論の有効性を検証したい。言語

使用者の身体操作の経験がタイプ化され、動作動詞の意味として働き、個体差をもつ情報を付与された主語を

取ることで、別イベントの文の言語的な意味の生成・解釈が可能となるという主張を試みている。この外延的動詞

意味論の存在基盤を、脳科学においてリツォラッティらが発見したミラー・ニューロンの機能に求め、よりリアルな

意味の生成・解釈モデル構築の基礎条件を探った[2]。本研究では、動作の模擬を紙上のスケルトンからロボット

模型による模擬に移行させ、その運動を様相論理で表示し、その構造を解析する。認知能力から文法機構の解

明を試みる本研究により、語彙概念意味理論の主構成素である「意味役割」、「使役構造」等の諸概念の必要性

を例証している[3]。行為動詞の表す意味を、それが表す行為を骨格に模擬させてえられた各部の算入順序を、

その動詞の意味であると提案し、欧州人工知能会議ＷＳ、ロボティックス関連のＩＥＥＥ会議等で発表した。関節群

の運動への参入順序や他の関節群の参入順序との相対的順序を、様相論理で簡潔に表示する手法を動的論

理学コロキュームで発表し高く評価された[6]。更に手話も分析対象とした[4]。その後記述精度を高めて、簡単な

骨格モデルの関節の動きを様相倫理で記述できる枠組みを開発し、ベンジャミン社の特集論集に掲載された[3]。

一昨年９月に、オランダで生物意味論のキックオフ会議が催された。その会議での発表は理論言語学、言語脳

科学の研究者に高く評価された[3]。これを詳述したのが成果１の論文である。

２ 本研究の成果

１「意味理解の認知基盤の探求（論文①,[2]）」

身体動作文において、その主動詞の表す意味は産出者（理解者）の自己の運動感覚を通じて身体運動を模

擬することによって解釈され、その文の主語、つまり動作が誰であるかは主語名詞句の指示する個体を言

語野経由で処理することによって同定するという可能性を、動作動詞の意味を関節運動を様相論理で表示

する意味表示体系を用いて提案した。生物学的意味論のキックオフ会議が一昨年秋ライデン大学で開催さ

れた。ここで自説を発表した。内容は次の通りである。運動する他者を見る観察者は、自らは運動しない

ままで脳の運動前野において、口、手、足等を司る脳部位に発火活動があることが発見され、これはミラ

ー・ニューロン系(MN)とよばれている。この脳科学データをモデル解釈に導入するため形式意味論の枠組

みで以下を仮定した。 (i)論理式の評価は形式的モデルに基づく。 (ii) 動作動詞の意味解釈モデルを解釈

者自体の身体であると仮定。 (iii) 更に動詞句内主語説を採用。すると、言語の脳データに基づいた運動

動詞の意味解釈過程の記述が次のように可能になる。文が与えられると、解釈者は主語は不定のままに保

ちつつ、運動動詞部分には自らの身体の運動感覚のシミュレーションをもちいて、その動詞意味の理解の

ために運動皮質も援用する（ＶＰ主語の段階時）。その運動をどの特定個人が行ったかについては、（主語

が繰り上げられ時制を命題を獲得した段階で、その主語の特定性（が必要な時には）の個体情報が要求さ

れるので、）通常の個体の（意味）情報の処理を司る部位と、それを動詞経由で述語の引数にとり命題計算



を行う際にもちいる通常の言語中枢内の部位との連携により、意味解釈が行われると仮定した。この可能

性を数量詞を主語に含む量化文解釈の場合と比較した。

２：「全称量化による表示の精密化（論文②）」

これまで分析に使用してきた様相式は存在量化式のみであり、この意味では完全な様相述語論論理とは呼

べない枠組みで分析を行っていた。そこで、接近可能性を再定義することにより従来の様相論理式評価の

フレーム定義を改め、完全な述語論理式（存在式に加えて全称量化式をも）を運動式として扱える枠組み

に改版した。関節運動の使役構造が示す様相性をより精密に捉えるために様相論理フレームを量化様相論

理に改版した。各動詞ごとの実際の運動記述において旧版（存在量化子のみを用いる）よりも、計算複雑

性の増大に見合うだけの記述力がえられているかを、分析例を増やしながら確認する必要がある。

3「語用論的意味の認知的探求（論文③）」

ＴＶで使用される例文に着目して、謙譲語の恩恵授受動詞「〜ていただく」、「〜させていただく」の適正

使用のための意味・語用論的制約を認知的な観点から提案した。後者の謙譲語は過剰使用も含め、近年使

用が急激に広まりつつある興味深い例である。前者の動詞を物理的な物の授受を表す「くれる」を基に埋

め込み目的節をとれる構造として再定義した。後者の構文には、使役動詞「〜させる」が前者の構文全体

を（与格名詞句を伴いながら）目的埋め込み節としてとる形の統語構造を提案した。これに基づき、後者

の謙譲構文「〜させていただく」の適正使用のための意味・語用論的制約を提案した。先行研究で縷々議

論されていた説明困難な例文群にこの制約を適用してその妥当性を検証した。この制約は、母語話者の「〜

させていただく」構文の意味的使用を適切化するための語用論的な条件である一方で、依頼の成就を目指

して状況に当事者間の依頼関係を破綻させないよう（つまり、不適切な使用にならぬよう）に役割を整え

てゆく、極めて認知的な意味使用である。
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